
巻川床上浸水対策特別緊急事業 栃木県大田原市

一級河川巻川は、 平成元年度から局部河川改修事業により、下流より順次整備を進

めてきたが、思うような進捗が図れず、度重なる出水氾濫により人家及び田畑が浸水
被害を被っていたが、平成10年8月には、床上浸水24戸、床下浸水206戸の甚大な浸

水被害が発生した。
このため、地域住民の河川改修に対する熱意の高まりとともに、平成14年度、床上浸

水対策特別緊急事業を導入し、短期間に浸水被害を解消することとした。
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事業効果

床上浸水対策特別緊急事業
L=3,100m

県営金田北部Ⅱ期 圃場整備事業 151ha

県営金田北部Ⅲ期 圃場整備事業 77ha

県営中田原 圃場整備事業 82ha

実績氾濫区域
（H10.8.26~31）
浸水面積142ha
浸水戸数230戸

凡 例

：流域界

：実績氾濫区域

：関連事業

：現河川

：H14まで

：H15まで

：H16まで

：H17以降

事業期間：H14年度～H18年度


